
〈令和５年度改訂〉
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　毛髪水銀濃度の目安　
　WHO（世界保健機関）や厚生労働省から出されているメチル水銀摂取（毛髪水銀
濃度）の基準値、現代日本人の平均値は下のようになっています。

「ppm」は割合の単位で、百万分の１をいいます。１ppmは、毛髪１キログラムに１ミリグラムの水
銀を含むことになります。
「耐容摂取量」とは十分な安全性を考慮して決められた値です。これを超えない限り影響はないと考
えられます。
＊  胎児影響が疑われる母親の最小値《11ppm》を基準にして、十分な安全性を考慮して算出されま
した（厚生労働省, 2005年）。

＊＊国立水俣病総合研究センターの全国調査（2000－2004年）
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1965年の総水銀値：5.60ppm

1965年の総水銀値：2.19ppm

1965年の総水銀値：1.74ppm

総水銀の規制値：0.4ppm
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検　診 認定審査会
による審査

県知事等
による処分

原因企業
からの補償
（補償協定
の適用）

法律
による
補償給付

（再申請）

（申請）

棄　却

認　定

判断基準
環境庁（現環境省）

水俣病に
かかったと
思う人

新潟県又は新潟市による認定業務
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この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。
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「馬取集落にある寶来寺の伝統行事・村中大般若」（場所：阿賀町豊実丁）撮影：山口冬人氏（公益社団法人日本写真家協会会員）
ほうらい そんちゅうだいはんにゃま とり

※２「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。

阿賀野川流域の SDGs   を具体化していくために
エスディージーズ

（※1）

※3詳細はＰ．7参照。※1「Sustainable Development Goals」（=持続可能な開発目標）の略称。詳細はP.2参照。

12：30 受付  

13：00 開会 

13：10 学生からの発表（各大学 20分） 

「水俣病に隠れていたもの」 （新潟大学）

「旅、歩く、出会うなかでの水俣病」
（新潟県立大学）

「新潟水俣病の学びを暮らしやすい地域社会づ
くりにつなげるために」 （新潟医療福祉大学） 

「新潟水俣病を語り継ぐ教師の支援と子どもの
育成 ―語り部のコトバから何を学び、何をど
のようにつなぐのか―」 （上越教育大学） 

14：50 休憩 

15：00 ワークショップ 　 －これからどしたいっ！－
（来場者参加型）

15：50 閉会 

込フォームフォーム 申込

二次元コードを読み取り、申込フォー
ムから事前にお申し込みください。

電話電話

お問い合わせ先の電話お問い合わせ先の電話お問い合わせ先の電話問い合わせ先の電話お問い合わせ先のお問い合わせ先の電 番号におかけ番号におか番号におか番号におか番号におかけ番号におか号号にお けいただきいただきけいただきけいただきけいただきけいただきただただ 、氏名、氏名、氏名、氏名氏名、氏名わせわせ問い問いい合わい合わ
（複数人の場合は参加（複数人の場合は参加（複数人の場合は参加（複数人の場合は参加（複数人の場合は参加合 希望者全員希望者全員希望者全員希望者全員希望者全員全員分）・電話員分）・電話員分）・電話員分）・電話分）・電話電 番号・番号・番号・番号・番号場数人数人の場人
連絡先メールアドレス連絡先メ連絡先メールアドレス連絡先メールアドレス先メールアドレス連絡先メールアドレス先先メールアド 等をお知ら等をお知ら等をお知ら等をお等をおをお等をお知ららせくださいせくださいせくださいくださいせくださいらせください。。。。連絡先連連連絡連絡連絡先絡絡絡

新潟大学 人文社会科学系　 メールアドレス  forum-minamata@adm.niigata-u.ac.jp　 電話番号 025-262-7173

主催  新潟大学／新潟県立大学／新潟医療福祉大学／上越教育大学　 共催  新潟県　 後援  新潟市、五泉市、阿賀野市、阿賀町

新潟水俣病関連
情報発信事業

　新潟県の新潟水俣病関連発信事業に取り組んでいる４大学の学生がそれぞれの取り組みの成果を発表します。新潟水俣
病の継承を通して、病に抗い、病と付き合う、「わたしたち」のつながりを、広く県民の皆様と創る場にしたいと思います。

参加
無料

プログラム

新潟大学

新潟県立大学

新潟医療福祉大学

上越教育大学

日　　時

場　　所

定　　員

申込方法

申込締切

60名（参加無料）

2024年２月29日木

2024年３月３日●日
13：00～16：00（開場12：30）
新潟大学駅南キャンパス ときめいと
新潟市中央区笹口１丁目１  プラーカ２階

お問い合わせ先
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